
　
札
幌
市
立
大
学
（
札
幌
市
）
デ

ザ
イ
ン
学
部
の
学
生
が
考
案
し
た

デ
ザ
イ
ン
が
市
立
札
幌
病
院
（
札

幌
市
）
の
壁
面
デ
ザ
イ
ン
に
採
用

さ
れ
た
。

　
札
幌
市
内
の
総
合
病
院
と
し

て
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め
る
市

立
病
院
側
か
ら
依
頼
を
受
け
て
実

現
し
た
も
の
。
参
加
し
た
の
は
デ

ザ
イ
ン
学
部
4
年
生
の
櫻
井
彩
乃

さ
ん
、
髙
橋
千
織
さ
ん
、
3
年
生

の
京
谷
仁
美
さ
ん
の
ほ
か
卒
業
生

4
人
。
週
一
回
程
度
学
内
で
の
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
、
2
カ
月
に
一

度
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
の
打
ち
合
わ

せ
を
繰
り
返
し
、「
和
」
を
テ
ー

マ
に
院
内
の
数
カ
所
の
壁
を
想
定

し
た
統
一
感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
の

提
案
を
行
っ
た
。

　
今
回
は
、
第
一
弾
と
し
て
、
昨

年
12
月
に
病
院
内
の
1
階
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
前
に
施
工
さ
れ
た
。
近

く
に
図
書
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
た

め
、
完
成
し
た
デ
ザ
イ
ン
は
「
和

室
か
ら
広
が
る
本
の
世
界
」
と
題

し
、
来
院
者
の
緊
張
や
不
安
を
少

し
で
も
和
ら
げ
る
よ
う
和
室
の
よ

う
な
空
間
に
作
り
か
え
、
幅
広
い

年
代
の
方
が
落
ち
つ
い
て
過
ご
せ

る
こ
と
を
目
指
し
た
。
札
幌
の
景

色
が
本
か
ら
広
が
る
世
界
と
の
融

合
と
全
体
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
モ

チ
ー
フ
は
希
望
や
健
康
を
意
味
し

て
い
る
と
い
う
。
色
合
い
も
な
じ

み
あ
る
景
観
色
を
用
い
て
、
病
院

内
の
環
境
と
調
和
す
る
色
を
使
用

し
て
い
る
の
も
特
長
だ
ろ
う
。

在学生 特別インタビュー  
後輩の手本になるように 北海道科学大学

保健医療学部 看護学科
4年生 麻田 彩華さん

ー北海道科学大学に進学した理由を教えて
ください。
人を助けることができる仕事がしたいと思
い、看護が学べる大学を探していました。他
大学と比較して、キャンパスの広さや新しさ
に魅力を感じたことに加え、オープンキャン
パスなどで在学生の話も聞いて、ぜひここで
学びたいと思いました。
大学生活は実習やレポートが忙しいです
が、とても充実しています。私たちは看護学
科の 1期生ということもあり、学科全体のモ
チベーションも高く、教授の講義もかなり熱
が入っています。大学から指定された iPad
に教科書が入っており、手軽に閲覧できると
ころも気に入っています。

ー勉強以外で打ち込ん
でいることはあります
か？
オープンキャンパスス
タッフに参加していま
す。決められたことを行
うだけでなく、より良い
ものにするため学生が積
極的に意見を出し合いま
す。キャンパス案内を行
うグループのリーダーも

務め、笑顔で分かりやすい説明をして、後輩
たちの手本になるよう心がけています。

ー高校生へメッセージをお願いします。
北海道科学大のオープンキャンパスでは、
さまざまな学科が一度に見学できるので、具
体的に進路が決まっていない人でも、自分に
向いている学科や職業を知るきっかけになる
と思います。スタッフがみなさんをお迎えし
ますので、「これから進路を考える」という
人も「もっと深く知りたい」という人も、ぜ
ひ一度参加してください。お待ちしています。

　北海道科学大学（札幌市）保健医療学部看
護学科では、チーム医療の学びを通して新た
な看護技術を創造できる人材を育成している。
今回は、同学科で学ぶ4年生・麻田彩華さん（藤
女子高等学校出身）にお話をうかがった。

　
北
の
大
地
に
根
を
下
ろ
し
、
飛

翔
す
る
精
神
力
と
行
動
力
を
も
っ

た
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

す
る
「
知
と
教
育
の
拠
点
」
で
あ

る
北
翔
大
学
（
北
海
道
江
別
市
）

で
は
、
部
活
動
・
サ
ー
ク
ル
活
動

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
北
海

道
内
外
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選

手
た
ち
が
集
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
系

と
、
音
楽
や
美
術
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
で
豊
か
な
心
を
育
む

文
化
系
の
合
わ
せ
て
50
以
上
の
部

活
動
・
サ
ー
ク
ル
に
お
い
て
、日
々

充
実
し
た
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ

　「
わ
が
国
、
特
に
東
北
地
方
の
産

業
界
で
指
導
的
役
割
を
担
う
高
度
の

技
術
者
を
養
成
す
る
」
を
建
学
の
精

神
に
掲
げ
、
数
多
く
の
有
為
な
人
材

を
社
会
に
送
り
出
し
て
い
る
東
北
工

業
大
学
（
仙
台
市
）。「
工
学
部
」「
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
」
の
2
学
部
を

設
け
、
伝
統
的
な
少
人
数
教
育
を
活

か
し
た
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
教

育
を
行
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

て
い
る
。

　
6
月
13
日
〜
19
日
に
か
け
て
北

海
道
立
野
幌
総
合
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
北
海
道
江
別
市
）
で

行
わ
れ
た
「
全
日
本
大
学
対
抗
テ

　
同
大
で
は
、
学
生
が
身
に
つ
け
る

べ
き
学
士
力
と
し
て
①
知
識
と
理
解

力
②
論
理
的
思
考
と
分
析
ス
キ
ル
③

協
調
性
と
適
応
力
④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
⑤
課
題
発
見
と
そ
の

解
決
能
力
⑥
国
際
理
解
力
と
語
学
力

―
の
六
つ
を
設
定
。
従
来
の
学
問

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
実
社
会
に
直

結
し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。

　
7
月
22
・
23
日
に
は
、
工
学
部
の

八
木
山
キ
ャ
ン
パ
ス
と
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
学
部
の
長
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
今
年
度
第
2
回
目
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
「
触
れ
る
、
工
大
。」

を
開
催
す
る
。

　
入
試
説
明
会
で
は
、
平
成
30
年
度

の
入
試
概
要
と
各
入
試
制
度
の
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
。
一
般
入
試
や
推
薦
入

試
を
は
じ
め
、
同
大
独
自
の

「
A
O
V
A
入
試
」や
「
専
門
高
校
・

総
合
学
科
入
試
」
な
ど
、
各
入
試
の

特
徴
を
押
さ
え
て
、
自
分
に
適
し
た

ニ
ス
王
座
決
定
試
合
」
北
海
道
予

選
の
女
子
1
部
リ
ー
グ
に
お
い

て
、
同
大
の
硬
式
テ
ニ
ス
部
が
見

事
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
同
部
は
昨
年
度
も
同
大
会
に
出

場
し
て
い
た
が
、
3
位
と
い
う
結

果
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　
今
回
出
場
し
た
メ
ン
バ
ー
は
教

育
文
化
学
部
4
年
・
菊
地
菜
摘
さ

ん
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
部
2
年
・

岩
花
優
果
さ
ん
、
高
橋
涼
さ
ん
、

家
城
み
こ
と
さ
ん
の
4
人
。
全
国

受
験
方
法
を
選
択
し
、
試
験
に
臨
ん

で
欲
し
い
。

　
22
日
に
は
「
小
論
文
・
面
接
対
策

講
座
」
を
実
施
す
る
。
就
職
・
採
用

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
知
ら
れ
る

姜
雅
人
氏
を
講
師
に
迎
え
、
A
O
・

推
薦
入
試
の
攻
略
法
を
分
か
り
や
す

く
伝
授
。
入
試
に
役
立
つ
レ
ジ
ュ
メ

も
配
布
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
23
日
に
は
同
大
の
全
8
学
科
に
よ

る
「
ミ
ニ
講
義
」
を
開
催
。
時
間
が

ズ
レ
て
い
る
た
め
、
多
く
の
興
味
が

あ
る
学
科
の
授
業
に
参
加
で
き
る
の

が
嬉
し
い
。

　
ま
た
、
工
業
大
学
＝
男
子
学
生
が

多
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る

べ
く
、
当
日
は
「
女
子
カ
フ
ェ
」
を

実
施
。
女
子
学
生
や
女
性
教
職
員
の

目
線
か
ら
東
北
工
大
の
学
び
の
特
徴

や
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
お
菓
子
や

飲
み
物
が
用
意
さ
れ
て
い
る
た
め
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
参
加
で
き
る
こ
と

も
、
工
業
分
野
を
目
指
す
女
子
に
は

オ
ス
ス
メ
の
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　
さ
ら
に
9
月
9
日
に
は
L
i
v
e

講
義
を
実
施
す
る
予
定
だ
。
同
大
の

授
業
を
本
格
的
に
受
講
で
き
る
こ
の

機
会
を
逃
し
た
く
な
い
。

大
会
に
出
場
経
験
の
な
い
メ
ン
バ

ー
は
昨
年
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

1
年
間
技
術
向
上
に
向
け
て
練
習

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
し
っ
か
り
取

り
組
ん
だ
結
果
、
今
回
の
全
勝
優

勝
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
予
選
優
勝
校
は
、
10
月
に
有
明

テ
ニ
ス
の
森
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
東
京
都
江
東
区
）
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
。
今
後

も
北
翔
大
硬
式
テ
ニ
ス
部
の
活
躍

か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　
東
北
映
像
製
作
社
協
会
（
本

部
・
仙
台
市
）
が
主
催
す
る
「
東

北
映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
7
」
映
像
コ
ン
テ
ス
ト
に

お
い
て
、
尚
絅
学
院
大
学
（
宮
城

県
名
取
市
）
総
合
人
間
科
学
部
表

現
文
化
学
科
の
大
野
ゼ
ミ
が
制
作

し
た
「
里
ま
ち 

な
と
り
〜
海
、

山
、
街
の
恵
み
〜
」
が
学
生
部
門

大
賞
を
受
賞
し
、
6
月
15
日
に
仙

台
国
際
セ
ン
タ
ー
（
仙
台
市
）
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　
同
学
科
は
、
表
現
文
化
の
歴
史

と
構
造
に
つ
い
て
総
合
的
な
知
識

を
持
ち
、
そ
の
知
識
を
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
的
な
情
報
発
信
や
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
活
動
に
お
け
る
資
源
と
し

て
活
用
で
き
る
能
力
を
身
に
つ

け
、
社
会
と
文
化
の
発
展
に
貢
献

す
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
表
彰
式
で
は
、
ゼ
ミ
生
を
代
表

し
て
4
年
生
の
石
森
大
輔
さ
ん
が

賞
状
と
ク
リ
ス
タ
ル
の
盾
を
受
け

取
っ
た
。
同
学
科
は
こ
れ
ま
で
も

同
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
、
学
生

部
門
や
地
域
振
興
部
門
で
優
秀
賞

受
賞
な
ど
の
実
績
を
収
め
て
き
た

が
、
大
賞
を
受
賞
し
た
の
は
今
回

が
初
と
な
る
。

　
作
品
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い

る
「
里
ま
ち
」
と
は
、
里
山
や
里

海
と
い
う
言
葉
を
さ
ら
に
大
き
く

捉
え
、「
山
や
海
の
畔
」
か
ら
「
大

き
な
街
、
都
市
の
畔
」
の
豊
か
な

暮
ら
し
を
表
現
し
て
創
案
し
た
も

の
。
同
作
品
は
名
取
市
に
暮
ら
す

学
生
の
等
身
大
の
日
常
を
追
い
、

名
所
旧
跡
や
グ
ル
メ
だ
け
で
な
く

「
普
段
着
の
名
取
」
を
描
い
て
い

る
。
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
カ
メ
ラ

ワ
ー
ク
や
演
出
、
編
集
に
関
し
て

も
高
い
評
価
を
得
た
。

　
大
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
10

月
に
行
わ
れ
る
全
国
地
域
映
像
団

体
協
議
会
（
本
部
・
仙
台
市
）
主

催
「
全
映
協
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
、

地
域
代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
る
。
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海
道
・
東
北
版

北
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版

高い目的意識を持った女子大学生
と中堅・若手女性リーダーがペアを
組み、次世代の日本女性リーダーの
ネットワークづくりの推奨を目的と
している「TOMODACHI MetLife 
Women’s Leadership Program」
に、北星学園大学（札幌市）より文
学部英文学科3年の菱沼しおりさん
が参加した。5 月 28 日のプログラ
ム卒業式に先立ち実施された、リー
ダーシップの定義や多様な分野で活
躍する女性リーダーを支援する方法
等に関する集大成であるプレゼンテ
ーションでは、菱沼さんのグループ

が見事優勝を果たした。
同プログラムでは、東日本大震災
後の日本の復興支援を機に生まれ、
教育や文化交流、リーダーシップと
いったプログラムを通して日米の次
世代のリーダーの育成を目指して、
公益財団法人米日カウンシルと東京
米国大使館の主導により行われてい
る。
菱沼さんが参加したプログラム
は、昨年 9月に始動。東京・大阪・
那覇・札幌から学生が参加し、各地
域で月 1回の研修を重ねた。3月に
はワシントンD.C. とニューヨーク

市を訪れ、米国政府関係者や財界お
よび非営利団体のリーダーとの特別
セミナーを受講し、学びを深める絶
好の機会となったようだ。
菱山さんは、「チームワークやお
互いを尊重するところが認められた
と思っています。参加者との出会い
がこのプログラムから一番得たこと
で、それぞれが夢に向かって努力し
ている姿に刺激を受けました。この
プログラムに参加できて本当に良か
ったと思います」と振り返った。

次世代の女性リーダー
育成プログラムで優勝

北星学園大学

「和」をモチーフに
病院の壁面に学生デザイン採用

札幌市立大学

工
業
大
の
学
び
を
体
験
！

テ
ニ
ス
部
全
国
大
会
進
出

第
2
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

東
北
工
業
大
学

映
像
コ
ン
テ
ス
ト
で大

賞
受
賞

尚
絅
学
院
大
学

予
選
1
部
リ
ー
グ
優
勝

北
翔
大
学

10
月
の
全
国
大
会
に
向
け
て

さ
ら
に
練
習
を
重
ね
て
い
く

リ
ア
ル
な
日
常
を
表
現
し
た

映
像
が
好
評
価
を
得
た

少
人
数
教
育
を
活
か
し
た
学
生

と
教
員
の
距
離
の
近
さ
が
特
徴
だ

抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発

揮
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
で
優
勝
を
実
現

札幌の景色と柔らかな色合
いが調和を生んでいる
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